
▼
去
る
８
月
８
日
に
人
事
院
は
、
国
会
と

内
閣
に
対
し
、
国
家
公
務
員
の
給
与
等
に

関
す
る
報
告
及
び
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。 

▼
こ
れ
に
引
き
続
き
、
10
月
５
日
に
福

島
県
人
事
委
員
会
が
、
県
議
会
と
県
知
事

に
対
し
、
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告

及
び
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。 

▼
ま
ず
、
こ
の
２
つ
の
勧
告
の
概
要
に
つ

い
て
違
い
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

勉
手
当
の
両
方
に
配
分
」
と
し
て
い
ま

す
。
何
れ
も
、
「
民
間
の
支
給
状
況
等

を
踏
ま
え
て
」
の
対
応
で
す
が
、
現
時

点
（
10
月
12
日
）
で
、
他
県
に
お
い
て

こ
の
よ
う
な
勧
告
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
福
島
県 
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秋季賃金確定闘争へ向け学習を強化しよう！ 

県
人
勧
の
概
要
と
特
徴
点 

国
人
勧
・
県
人
勧
の
内
容
を
精
査
し
よ
う
！ 

当
局
交
渉
へ
向
け
、
学
習
を
強
化
し
よ
う
！ 

秋 闘 

当面の日程 

■10月14日（金） 

10:00～県本部定期大
会（パルセいいざか） 

■10月20日（木） 

18:30～総支部単代会
議（北会津公民館） 

■10月27日（木） 

13:00～連合福島年次
大会（福島GP） 

▼
民
間
較
差
は
、
県
人
勧
の
方
が
0.02
ポ
イ
ン

ト
少
な
い
と
い
う
の
は
、
一
目
瞭
然
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
平
均
給
与
改
定
率
（
全
体
）

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

▼
最
も
重
要
な
の
は
（
大
き
な
違
い
は
）
、

一
時
金
改
定
分
の
配
分
方
法
で
す
。
国
人
勧

で
は
「
勤
勉
手
当
の
み
に
配
分
」
と
し
て
い

る
の
に
対
し
、
県
人
勧
は
「
期
末
手
当
と
勤 

人事院勧告・県人事委員会勧告の概要（比較） 

区 分 県人勧 国人勧 

給 与 

▶民間較差 0.21％

（783円） 

▶初任給を中心に若年
層の給料月額を引上
げ 

▶平均改定率 0.23％ 

▶民間較差 0.23％

（921円） 

▶初任給及び若年層の

俸給月額を引上げ 

▶平均改定率 0.3％ 

一時金 

▶0.1月分 

▶民間の支給状況等を
踏まえ期末手当・勤
勉手当にそれぞれ
0.05月配分（注１） 

▶年間4.25月⇒4.35月 

▶0.1月分 

▶民間の支給状況等を
踏まえ勤勉手当に配

分 

▶年間4.30月⇒4.40月 

その他 

▶宿日直手当：支給額
を対象職員の給与の

状況を考慮して改定 

▶通勤手当：最近のガ
ソリン価格の変動な
ど職員の通勤実情等

を踏まえ検討が必要  

▶定年引上げ：60歳を
超える職員の給与に
ついては、給料月額
７割措置等、国家公
務員の給与の取扱い
を考慮の上、適切な
措置を講ずる必要 

 

（注１）再任用職員
の期末手当並びに任
期付研究員及び特定
任期付職員の期末手
当について、支給月
数を0.05月分引き上

げる。  

▶博士課程修了者等の
初任給基準の見直し 

（来年度から） 

▶テレワークに関する
給与面での対応：光
熱・水道費等の職員
の負担軽減等の観点
から、テレワークを
行う場合に支給する
新たな手当について
具体的な枠組みを検

討 

▶社会と公務の変化に
応じた給与制度の整
備：次の課題に対応
できるよう、給与制
度のアップデートに
向けて一体的に取組 

①若い世代の誘致・
確保②積極的な中途
採用、機動的で柔軟
な配置・登用のニー
ズ③採用者の年齢・
経歴や採用後のキャ
リアパスの多様化 他  
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10月30日 県知事選、忘れずに投票しよう！ 

 

編
集
後
記 

▼
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
い
つ
の

間
に
か
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
か
月

半
。
早
い
で
す
ね
。 

▼
さ
て
、
過
日
、
自
治
研
（
地
方
自
治

研
究
）
全
国
集
会
（
静
岡
）
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
１
日
目
が
全
体
集
会
、

２
日
目
が
分
科
会
で
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
社
会
を

見
据
え
た
自
治
体
業
務
の
標
準
化
（
デ

ジ
タ
ル
化
）
待
っ
た
な
し
の
状
況
で

す
。
皆
さ
ん
の
職
場
で
は
、
全
職
員
対

象
の
説
明
会
の
開
催
は
あ
り
ま
し
た

か
？
デ
ジ
タ
ル
化
へ
向
け
た
取
り
組
み

は
全
庁
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？
今

後
、
組
合
と
し
て
も
大
変
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
坂
内
） 

 

≪自治労共済 掛金試算QRコード≫ ▼
既
に
新
聞
報
道
等
で
ご
存
知
と
思
い

ま
す
が
、
任
期
満
了
に
伴
う
第
22
回

福
島
県
知
事
選
挙
が
明
日
（
13
日
）

告
示
さ
れ
、
現
職
・
新
人
４
人
の
選
挙

戦
に
突
入
し
ま
す
。 

▼
自
治
労
県
本
部
で
は
、
３
選
を
目
指

す
現
職
の
『
内
堀
ま
さ
お
（
58
）
』

の
推
薦
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

各
単
組
に
お
け
る
推
薦
決
定
状
況
に
つ

い
て
は
、
単
組
役
員
の
方
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。 

▼
投
開
票
は

30

日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
期
日
前
投
票
制
度
を
有

効
に
活
用
し
、
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま

し
ょ
う
。 

じちろうマイカー共済 

団体生命共済（新制度） 

アクセスコード「 jichiro 」 

①車検証、②現在ご加入の保険証書

をお手元にご準備ください。 

の
他
は
、
国
人
勧
同
様
に
「
勤
勉
手
当

の
み
に
配
分
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
勧
告
に
お
い
て
は
、
一
時
金

の
改
定
で
、
「
減
ら
す
時
は
期
末
手

当
」
で
「
増
や
す
時
は
勤
勉
手
当
」
で

行
わ
れ
て
お
り
、
勤
勉
手
当
の
支
給
が

な
い
再
任
用
職
員
、
任
期
付
職
員
、
会

計
年
度
任
用
職
員
、
に
と
っ
て
は
「
踏

ん
だ
り
蹴
っ
た
り
」
の
状
況
で
し
た
。 

▼
今
回
の
県
人
勧
に
お
い
て
は
、
一
時

金
0.1
月
分
の
改
定
を
期
末
手
当
・
勤

勉
手
当
に
そ
れ
ぞ
れ
0.05
月
配
分
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
再

任
用
職
員
や
任
期
付
職
員
も
期
末
手
当

が

0.05

月
分
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
県
人
事
委

員
会
は
国
人
勧
に

準
拠
し
な
か
っ
た

訳
で
す
が
、
評
価

に
値
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

▼
し
か
し
な
が
ら
、
表
面
の
比
較
表
に

記
載
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
一
時
金

の
支
給
月
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
改

定
後
で
、
国
は
「

4.40
月
」
。
福
島
県

は
「

4.35

月
」
で
、

0.05
月
少
な
い
ま
ま

で
す
。 

▼
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、

今
秋
闘
の
課
題
・
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
等

を
何
点
か
記
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
内
容
は
、
県
本
部
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
「
総
支

部
事
務
局
の
見
解
」
と
し
て
と
ら
え
て

く
だ
さ
い
。 

○
給
与
・
一
時
金
と

も
、
た
だ
ち
に
県
人

勧
通
り
に
改
定
を
行

う

こ

と
。
特

に
、
一

時
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
県
人
勧
通
り

に
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
に
そ
れ
ぞ
れ

配
分
す
る
こ
と
。 

○
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
初
任
給
を

県
職
員
と
同
水
準
と
す
る
こ
と
。 

○
一
時
金
の
支
給
月
数
を
国
に
合
わ
せ

る
こ
と
（
県
へ
要
請
を
行
う
こ
と
）
。 

○
再
任
用
職
員
、
任
期
付
職
員
と
同
じ

く
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
期
末
手

当
0.05
月
の
配
分
を
行
う
こ
と
。 

○
定
年
引
上
げ
に
伴
う
職
員
へ
の
説
明

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
こ
と
。
な
お
、

説
明
会
等
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
今
年

度
退
職
予
定
者
だ
け
で
は
な
く
、
広
く

参
加
を
募
る
こ
と
。
特
に
退
職
間
近
の

予
定
者
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
時

間
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
日
程
調
整
を

行
う
こ
と
。 

 

県
知
事
選
挙
推
薦
状
況 


